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 昔は上流下流は分かれていなかった。 

 システムの複雑化により専門家・分業化が進んだ。お互いが無関心になった。  

 

 上流設計エンジニアは、下流(ハード)は範疇外と認識している。 

 それらを一緒に考えるEDAツールがなく、上流・下流は切れている。 

 

 LPBが出来て、ものを作る段階では情報が伝わるようになったが、上流に戻す仕様・仕組みがないので繋が
らない。 LPBを拡張等でつながらないか？ 

 理想のまま仕様から上流が進み、出来高で全体をくみ上げるので、仕様にミートしない 

 

 EMC対策は最後に実施。 上流で少し設計を変えておいてくれれば、楽になるのに。 ハードを考慮しない
仕様や制約で上流設計をしている。 

 必要な情報を必要なタイミングでのコミュニケーションをサポートするツールなりシステムがあるとよいのでは 

 

 最適化のために、ハードを考慮したパーティショニングが出来ていない。(アナログとデジタルの近接)  

 下流に影響のある(ピン配置や熱)項目を上流から考えて、システム全体の最適化ができないか  
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